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分類コ－ド 08－16農業の新しい技術
熊本県農政部

高品質鶏肉「肉用熊本コーチン」の生産
県養鶏試験場 研究改良部（現、農研センター畜産研究所中小家畜部）

研究のねらい

、 、 、鶏肉は ブロイラーの改良が進み 安価で大量に生産することが出来るようになったが

今後は肉味の勝れた鶏肉の需要が高まるものと予測されるので、熊本の地鶏で味の良いこ

とで定評のある熊本コーチンを利用した高品質鶏肉の生産技術を確立する。

研究の成果

１．肉用熊本コーチンは、熊本コーチン雄とロードアイランドレッド雌の交配によるも

のが強健性及び雛生産性の点で優れている。

２．飼養する鶏舎は開放平飼で、坪当り２５～３０羽収容し、闘争防止のため１０日齢

頃デビーキングを１回実施する。

３．肉用熊本コーチンは、年々増体重が良くなり、出荷日齢である１６週齢の成績は、

育成率が９７％、体重が雄 、雌 、飼料要求率が雄 、雌 とな3,050kg 2,100kg 3.38 3.71

った。

４．市販配合飼料の組合わせによる飼料給与体系を検討した結果、発育、経済性及び脂

0 4 CP21-ME2,950 4肪の付き具合等から ～ 週齢は、レイヤーの育雛用前期飼料 ( )、

～ 週齢は、レイヤーの育雛用中期飼料 ( )、 ～ 週齢は、ブロ10 CP18 - ME2,800 10 16

イラー仕上げ飼料 ( )の給与が良かった。CP18 - ME3,030

５．上記の飼料給与で、 ～ 週齢のブロイラー仕上げ飼料は、薬品無添加飼料であ10 16

、 、るが 夏期のコクシジュウム症及びロイコチトゾーン症の発生が予想される場合は

出荷１週間前までブロイラー後期飼料 ( ) を給与しても良い。CP18 - ME3,030

６．高品質鶏肉の販路は限られているので、出荷契約をした上で生産する必要がある。
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図１ 肉用熊本コーチンの能力
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図２ 飼料給与体系
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図３ デビーキングの方法
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